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沼
初
日
建
築
沼
町
翠
察
霊
舗
法
湾
出
口
尚
月

7
日
か
ら
初
臼
設
で
の
日
同

信
開
聞
の
余
醐
聞
で
鱒
出
陣
さ
れ
、
関
説
明
、
市
長
ガ
ア
潔
闘
の
治
訟
一
級
緩
血
部

地
慣
行
い
ま
し
弓
合
協
は
、
こ
の
お
絞
…
般
綿
該
自
を
ほ
ぼ
品
交
繍
融
制
し

ま
す
命
総
世
師
、
品
製
amw広
綴
で
お
知
ら
せ
し
t
r
h
d録
制
岬
の
水
深
渉
似
し

は
つ
い
て
は
翁
絡
し
務
移
。
ま
た
、
繊
細
慨
は
1
昭
和
総
孝
俊
一

m一
般
会

計
蝿
冊
一
挙
少
な
ど

6
綴
警
護
さ
れ
、
安
ベ
て
際
援
の
濁
り
琢
決

議
れ
ま
し
た
。

北
時
的
土
地
区
間
幽
務
級
事
裁
は
、
基

準
事
業
費
が
検
印
税
き
れ
4
憧
2
9
0
0
0

万
回
門
で
、
時
鵠
品
制
移
抵
は
日
純
一
…
打
、
欲
的
刑
広

場
潟
地
及
び
綴
燃
料
削
機
進
路
用
地
的
平

時
間
口
の
ふ
ん
地
ぼ
溢
繁
環
事
裁
は
、
基
期
融
閉
鎖
金
尚
同
様
に
実
筋
骨
子
援
し
て
い

本
議
議
曲
賞
2
億
内
で
日
間
的
建
物
持
続
ま
す
n

ま
た
、
都
中
部
許
制
間
選
問
時
3
・
4

と
釈
広
策
開
問
に
械
情
絞
す
る
絞
縮
問
街
路
6

・
部
号
線
の
う
ち
ダ
イ
エ
ー
や
芯
僚
の

惨
緩
め
舗
装
工
率
を
乎
浴
し
て
い
ま
す
。
抗
開
地
1
2
2
崩
め
阪
燃
に
瀦
梁
F
M紳
ザ
ム

駅
務
広
場
及
び
戦
前
通
り
隅
m
織
の
単
一
串
(
体
糊
品
開
Z
哉
、
議
脚
ao
怒
〉
を
予
定

制
務
総
か
品
H
穏
に
昨
部
俊
に
同
引
き
続
き
し
て
い
ま
す
。

建
物
持
続
を
予
後
し
て
い
ま
す
捻
し
か

し
、
葉
山
と
し
て
援
刊
一
線
畿
を
は
と
め
仮
称
我
孫
子
市
換
の

解
決
に
時
間
的
か
か
る
問
題
が
削
機
し

博
物
銭
建
設
薬
品
衆

て
い
る
免
め
、
事
業
内
急
務
な
ゑ
捗
は

畿
し
い
状
況
で
寸
が
‘
こ
れ
ら
創
部
弊
.
と
佼
体
我
孫
子
市
島
の
簿
物
線
総
数
前
半

な
っ
て
い
る
問
問
鐙
何
日
騨
品
慌
の
た
め
、
あ
織
は
、
的
年
度
に
お
い
て
総
数
及
び
凝

ら
ゆ
る
手
段
を
つ
く
し
1
銭
も
早
〈
纂

業
者
市
免
措
同
容
廿
る
よ
う
絡
め
ま
す
。

総

孫

子

奴

前

湾

北

土
地
区
酒
耐
震
潔
議
議

情
的
災
総
設
計
を
作
成
し
‘
本
年
度
に

お
い
て
短
波
ザ
終
的
補
助
対
象
準
機
と

し
て
総
数
本
体
を
之
と
し
た
総
数
ヱ
事

を
災
揺
す
る
た
め
予
算
計
上
告
し
ま
し

た
cし

か
し
、
千
機
械
舶
の
世
間
助
金
が
際
救

脊
縄
問
に
予
算
計
上
き
れ
ぞ
い
な
い
と
こ

ろ
か
ら
、
緑
織
防
食
的
思
潮
予
弊
ル
仰
に

つ
い
て
、
闘
m
教
申
同
旨
置
は
と
約
機
m
m万国出

に
お
酎
聞
い
壱
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
会

今
後
、
一
日
も
阜
ふ
績
工
を
め
ざ
し

よ
り
一
層
的
努
カ
を
し
て
ま
い
り
ま
究

水
器
凶
農
業
拙
略
立
対
策

i
i
l
l
i
l
i
-
-
j
g
t
f
~
 

転
作
推
進
に
努
力

本
年
療
の
紙
作
目
標
一
期
時
間
仙
川
、

z
o

o-
併
協
(
基
本
絹
同
級
1
6
9
・
印
加
‘

来
需
給
均
様
化
緊
急
対
策
目
・
引
制
L

刷、

来
液
成
加
算
時
e

腕
し
帥
)
で
、
四
唱
和
日
阿

部
度
転
作
漆
品
嶋
崎
叫
拙
瑚
1
3
8
e
制
抑
止

枠
内
絞
す
る
、
少
索
、
に
的
・
日
明
加
も
の
激
増

世V
灘
間
?
月
初
日
(
本
)
か
ら

8m

m諮
〈
水
)
揖
8
月
2
時
〈
火
}
脇
陣
く

V
時間関

ω午
紛
9
時
1
2時
山
川

正
午
;
争
後
2
時
山
間
午
後
2
腕吋却

分
e
3
3
4
時
却
分
〈
Z
詰

3
図
入
れ
務

之
総
〉

V
櫨
咽
出
問
手
資
制
的
公
醐
閣
内

V
料
金
小
人
間
m
門
〈
中
学
生
会
む
〉

火
人
1
0
8
m円
、
糊
時
総
裁
切
5
0
0

0
m門
(
午
後
五
時
1
7持〉

出
期
日
鵡
用
品
お
よ
び
小
学
生
は
、
姦
校
生

と
な
り
悶
隊
法
成
に
大
変
管
雌
慨
し
て
い

る
状
態
で
す
。

対
応
幾
と
し
て
2
湾
初
旬
か
ら
、
繭
肱

畿
各
磁
波
体
、
臨
駒
惜
都
知
総
会
践
と
一
体
と

な
ヲ
て
市
内
会
総
務
単
位
、
相
間
人
蹴
中
位

で
い
転
作
推
進
に
あ
た
り
ま
L
h
r
m
肉
液
を

は
、
議
機
一
議
1
8
4
・

記

長

卒

ふ
ま
わ
っ
て
達
成
で
事
る
状
抽
出
で
す
。

し
か
し
、

8
n
1
自
を
法
準
時
と
す

る
恥
制
作
閥
的
確
怒
作
業
を
災
泌
す
る
昨
日

絡
で
の
ん
転
作
も
れ
等
マ
イ
ナ
ス
務
総
が

奪
え
ら
れ
ま
す
の
で
、
そ
の
万
全
を
織

す
窓
味
で
、
害
ら
に
来
達
成
築
港
、
米

地
地
総
納
入
へ
の
転
作
撒
滋
ぷ
努
力
し
て

ま
い
り
ま
す
。

続

々
掴
暗

に

い

て

燃

が

言

語

辞

に

注

意
{h

予
定
し

て
い
ま
す
掛
端
本
広
場
は
も
そ
の
中
心
総

設
主
な
る
ぷ
品
内
館
れ
の
ヂ
ザ
イ
ン
長
め

く
ゆ
計
績
が
中
賄
容
れ
て
い
ま
し
た
が
、

4
月
以
臨
時
、
燃
に
建
設
の
旧
同
μ
臓
を
一
働
き

か
け
て
き
た
と
ニ
ろ
‘
デ
ザ
イ
ン
に
つ

い
て
は
心
情
的
努
望
す
る
裳
を
機
的
議

と
し
た
い
』
と
指
は
そ
の
幾
繋
を
一
片
枕

さ
れ
た
山
市
と
な
っ
て
い
ま
す
。

議
校
、
商
問
洋
町
役
域
長
デ
ザ
イ
ン
し

た
臨
捕
獲
に
手
術
慨
し
を
加
え
た
、
新
し
い

2
つ
の
幾
何
中
か
ら
品
問
機
内
ご
意
見
合

水

広

つ

冨世
間
幼
児
お
よ
び
小
学
1
年
生
か
ら
4
年

設
は
、
議
校
生
以
上
的
方
が
同
閉
山
け
の
こ

属
山
山
義
務
)
め
綴
け
お
が
さ
れ
ま
し
た
。

お
と
し
て
も
液
相
関
邸
内
絡
の
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
、
問
哨
和
問
年
の
ふ
市
悌
納
会
的

問
糊
内
結
成
対
決
議
、
開
閉
山
和
的
都
内
基
本
格

帯

庁

舎

の

慾

殺

を

検

討

警

守

的

役

緩

づ

け

に

よ

り

公

有

地

級

品

柄5
粂
柑
踊

1
哨
明
(
地
中
力
公
共
機
体
的
土
地

開

叫

庁

舎

は

竣

工

し

て

か

ら

す

で

に

知

的

買

収

希

滅

的

問

柏

山

山

)

の

授

復

に

綿

一

づ

年
を
数
え
よ
う
と
し
て
い
志
ナ
。
開
明
知
刊
m
M
部
同
月
泣
nu
付
で
お
制
刊
間
世
沼
魚
、
、
問
附
淡
輪
開
6
条
第
Z
酬
明
〈
土
地
内
貿

議
庁
舎
は
‘
人
口
7
万
6
0
0
0
人
に
淡
入
す
司
令
陣
織
銑
排
水
内
込
用
叫
に
伴
い
、
酌
棋
の
協
議
}
に
よ
り
総
和
田
年
ら
持
印
刷

を
想
定
し
て
磁
殺
さ
れ
ま
し
た
が
、
本
取
手
法
主
協
議
場
曹
を
締
絡
し
た
事
に
よ
日
‘
時
間
買
収
協
議
を
凶
行
い
ま
し
た
が
、

年
4
月
で
ロ
万
6
0
6
0
人
を
超
え
て
り
、
取
手
市
郎
内
総
抑
則
的
質
問
帆
及
。
協
賛
収
録
絡
が
術
的
諮
愛
す
る
綴
絡
i
y
w

大

い
ま
す
。
之
内
問
、
増
大
す
る
い
汀
政
機
沼
的
弱
然
公
開
幽
計
一
幽
等
、
こ
的
機
存
に
溺
な
組
側
が
あ
り
、
又
権
利
刊
殺
に
市
へ
の

擦
は
対
し
、
プ
レ
ハ
ア
げ
命
的
態
設
、
つ
い
て
鋭
鳶
努
力
し
ま

L
た
が
、
被
絡
先
却
意
思
が
な
い
土
と
か
ら
昭
如
刊
mm
年

教
育
委
塁
努
力
部
梓
警
に
よ
り
回
年

3
2日
付
を
も
っ
て
議
室

S
開
会
長
知
事
に
協
撃
機
的
罪

対
処
し
て
き
ま
し
た
が
可
す
寸
に
そ
の
淀
川
町
総
約
が
不
絡
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
訓
告
し
ま
し
た
1

京
総
制
山
市
町
内
保
存
に
つ

方
法
も
限
雰
に
沖
地
し
て
お
り
ま
す
α

り
畑
唱
和
的
都
内
紛
月
1
君
、
火
線
機
取
引
い
て
は
、
燃
と
様
々
協
議
を
し
て
き
た

そ
こ
で
、
ま
す
ま
す
蜘
関
紙
か
つ
多
国
持
努
事
部
指
導
串
山
山
に
総
づ
く
申
請
が
開
館
と
こ
ろ
で
す
が
、

G
n
l
日
に
同
情
縮
小
附

化
す
る
行
政
時
制
緩
に
対
処
す
る
た
め
ョ
出
さ
札
、
そ
の
後
、
開
発
事
館
山
間
繍
闘
が
郎
援
が
潟
地
令
後
認
に
き
て
い
ま
一
す
。

行
絞
め
汲
代
化
を
進
め
る
と
と
も
に
、
終
的
さ
れ
ま
し
た

B

続
歩
的
変
停
を
は
桂
今
後
ョ
積
々
の
務
備
も
あ
り
ま
す
の

そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
庁
舎
の
あ
り
だ
‘
て
、
昭
和
的
部
5
月
9
日
付
T
公
有
地
で
、
県
ど
も
党
分
協
議
を
川
端
め
て
ま
い

線
機
導
に
つ
い
て
枯
録
す
る
た
め
の
プ

m
w
M
拡
大
に
関
す
る
淡
幼
時
総
4
条
第
3
頃

り

ま

す
Q

F
P駒
補
正
予
算
な
ど
6
議
案
を
可
決

援
金
問
樹
幾
糸
を
骨
量
柏
崎
す
べ
容
市
街
鴇
的
世
鷹
市
滋
路
線
的
認
定
的
対
日
サ
開
酬
の
問
問
宵
竹
内
市
滋
滋
絡
を
即
時
ふ
ず
る
た
め

前
一
域
及
び
当
該
渓
犠
に
お
け
る
住
居
幾
発
行
為
及
び
府
知
地
開
発
に
伴
う
続
殺
淡
回
世
務
滋
路
線
的
変
更
用
対
日
学
際
的
問
開

示
一
の
方
法
語
表
一
言
議
芸
品
霊
び
必
需
に
出
庁
、
ヮ
滋
総
務
摘
を
地
警
為
に
伴
い
、
重
路
線
的
一
部
を

議
学
的
区
単
及
び
そ
め
名
称
の
変
更
域
依
民
向
上
交
滅
的
緩
い
い
仲
間
す
&
だ
め
変
蚕
す
る
た
め

住
毘
相
表
一
治
的
樹
究
施
に
凶
作
い
、
学
的
広
域
窪
市
滋
総
帥
腕
時
議
止
問
川
口
学
間
関
の
詩
編
盤
側
哨
制
的
問
年
度
市
一
日
蹴
品
樹
齢
機
玄
予
算

潤
び
そ
の
名
品
仲
を
録
制
瓜
す
る
た
め
発
行
為
に
よ
る
滋
腕
附
付
設
に
伴
作
い
、
後
(
祭
1
号
}

充
分
に
お
仰
向
い

L
、
治
的
補
阿
川
製
す
る
案

を
決
め
て
‘

8
拘
月
中
に
は
察
内
方
へ
持

っ
て
ま
い
り
た
い
左
考
え
て
い
玄
す
。

行
政
の
近
代
化
に
ぬ
け

雨
明
関
川
訟
判
一

wv
劇
的
淘
で
象
る
削
凶
体

P
T
A
-
子
供

会
・
ス
ポ
ツ
少
年
間
山
い
ず
れ
も
学
室

一
プ
ト
ー
ル
監
視
員
募
集
一
完
走

「い
γ

i

j

i

:

i

i

i
」

V
由
申
し
込
み

7
月
日
刊
行
主
主
心

V
人
脇
陣
各
校
3
名
…
…
絞
間
続
殺
に
同
定
的
用
紙
(
務
小
学
校
に
続
期
〉
?

に
つ
い
て
は
4
名
)
~
同
校
栄
町
川
上
市
川
町
体
務
総
出
門
教
資
婆
照
会
体
育
課
へ

幽
守
防
綴

4
5
0
0
約
一
…
抗
世
間
開
校
帥
M
V
ブ
ー
ル
蜘
開
放
刷
用
帥
問

に
つ
い
て
は
6
0
0
0
m門
、
た
だ
し
、

附
阿
波
げ
ロ
が
半

g
的
場
合
同
時
半
額
と
な
り

ま
す

a

V
勤
務
時
間
同
搭
小
学
校
プ

i
ん
の
開

放
続
簡
で
午
総
8
時
却
分
か
ら
午
後
6

時
た
だ
し
、
学
校
に
よ
勺
て
異
な
る

場
合
も
あ
り
ま
す
α

帯
噛
し
込
み
開
祖
国
住
帰
慨
に
希
望
校
を
明

記
し
‘
?
同
月
訪
問
問
(
金
)
ま
で
じ
教
務
峨
世

田
用
品
液
体
育
課
(
市
民
体
務
総
内
)
へ
、

各
校
と
も
港
開
閉
緩
や
殺
の
フ
え
短
気
ね
な

自
ジ
ザ
ル
タ
ト
千

i
ム
を
6
n
l
B
に
発

足
い
た
し
ま

L
だ
明
な
お
、
検
討
総
融
市

に
つ
懇
談
し
て
は
、
絞
め
て
談
会
に
ご

報
告
い
た
し
ま
す
。

世
間
利
緩
沼
の
保
存

燃
と
充
分
に
協
議

対A 支十絶関
川成 f史写2本の:ttl!.. 基香芝.下35 
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子供まきち11楽しみiこしている遊休みは、もうすぐや

草主体みはそ子供たさ五i之とっていろいろ

この詩書館さ室長ざ2まな

そ子供た主主!喜多くのことをき辞び大

します。一一号室みも、今年の夏、

吋とにトライしてみましょう。

東
提
唱
議

臨
時
ょ
う

第
日
曜
贋
少
年
キ
ャ
ン
プ

青
少
年
綴
叫
組
員
草
地
絡
協
縫
合
で
は
、
キ
ャ
ン
プ
縫
束
中
融
緩
は
、
郵
後
噛
鳩
山

戸
火
由
M

然
に
は
ば
た
け
、
核
め
喜
フ
a

の
ふ
も
と
に
俄
綴
し
た
山
あ
号
、
出
川
あ

深
め
主
ワ
世
札
機
内
輪

r
L
堂テ
1
4
v
応
、
り
の
犬
山
同
然
の
宝
臨
却
で
丈
こ
こ
で
、

今
々
も
2
治
2
m
m
め
キ
ャ
ン
プ
を
昨
日
い
伺
慨
は
川
遊
び
、
市
慨
は
主
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ

ま

す

。

ア

ー

や

撃

も

だ

め

し

な

ど

Z
E間
緩
い

っ
島
り
遊
ん
で
、
い
ろ
い
ろ
な
λ
と
友

達
に
な
り
ま
せ
ん
か
。

品
ぬ
月
四
回
8
月
6
限
叫
「
土
)
、
7
H
〈
自
)

弾
事
前
説
明
会
7
R
U
品
目
{
日
)

争
場
所
栃
木
燥
機
谷
釘
液
晶
出
総
キ
ャ

ン
プ
担
増

事
務
総
市
内
向
小
学
4
・5

・0
年

生
お
よ
び
中
学
生

キ
首
都
艦
購
入
数
1
2
0
名
(
先
議
綴
〉

キ
拳
加
療
5
8
0
0
問
問

一
騨
総
論

う
と
す
る
会
田
倒
的
な
運
動
で
す
。

次
代
告
知
す
少
年
今
非
行
か
ら
ん
Y

り
、
略
行
に
府
陥
っ
た
h
y
年
の
蕊
ち
凝

り
を
助
け
る
た
め
、
地
域
に
理
中
間
酔
L
C

情
開
力
的
総
主
弘
げ
蕊
し
よ
う
。

翁
市
内
で
は
、
こ
の
逐
品
開
制
倒
閣
の
7

R

丹
時
日
、
玲
目
的
関
税
、
我
孫
子
市

係
絡
知
町
会
、
古
車
熱
峠
問
地
夜
一
制
民
広
川
陣
議

婦
人
会
的
地
掛
さ
ん
が
お
山
門
的
釈
で

吋
仙
地
域
一
活
動
的
推
進
に
よ
る
や
年
内

非
行
時
間
止
と
更
生
時
機
撒
」
を
叢
点

凶
闘
機
に
広
報
核
燃
を
渓
…
間
同
し
事
す
。

争
申
し
込
み
後
復
ハ
庁
々
に
参
加
者
毎
年
7
w
付
培
、

n
技
会
を
明
る
く
ご
協
力
を
お
縦
い
し
ま
す
。

の
役
所
、
氏
名
、
後
漁
獲
号
、
学
校
名
、
一
一
す
る
畑
地
中
開
。
月
開
削
む
ナ
。
平
内
総
数
*
7
m
n
m
同
日
:
減
免
鋭
、
新
ホ
欲
、

学
年
、
保
裁
緩
名
を
明
白
認
し
、
7
R
7
m
は
、
す
べ
て
の
滋
民
が
、
犯
発
的
知
附
戦
佐
駅

日
(
木
‘
機
内
印
有
効
、
ま
で
に
我
除
手
一
一
止
と
絡
を
殺
し
た
人
た
ち
的
緊
生
に
*
7
m
m悶
B
:狩
ぷ
予
知
航
、
市
八
五
山
口

1
6
8
4
教
翁
弘
前
説
会
役
会
教
務
総
へ
盟
つ
い
て
務
総
を
深
尚
、
そ
れ
ぞ
れ
め
紙
、
京
我
孫
子
駁

(
詳
揺
は
応
募
者
へ
後
続
進
絡
し
ま
す
}
一
一
政
務
に
お
い
て
力
投
合
わ
せ
、
犯
絡
キ
時
間
午
前
7
時
か
ら
8
時

@
問
問
い
合
わ
せ
笠
表
玄
等
少
年
計
や
非
行
の
な
い
明
主
張
李
築
こ

V
問
い
合
わ
せ
厚
生
縁
日
位
応
援
叩

係
官
(
部
J
1
1
5
1
(
代
}

:

l

l

恥

サ
指
ご
醐
》
芋
言

押
す
餌
駐
:
‘

-
e
〓
;
二
哩
書
官

山
一
瞬
け
よ
う
立
ち
睡
り

官
知
事
う

1
3
3
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
本

第

7
隠
予
と
も
の
た
め
の
麟
由
記
載
謹

小
中
学
生
内
君
た
ち
は
、
古
岐
に
つ
務
総
滋
土
記
的
援
に
は
、
察
内

r
g

い
で
ど
の
〈
ら
い
知
っ
て
い
ま
?
か
匂
や
ふ
し
た
考
古
資
料
が
展
一
説
話
れ
て
い
る

室

主

主

議

愛

主

的

氏

。

資

葉

、

山

毘

叶

Z霧
車
を
は
じ
め

緑
綬
か
な
自
然
の
な
か
で
、
翁
叫
械
の
ひ
と
ふ
9
る
竜
角
帯
ム
即
日
滋
鮮
哨
鉱
…
一
戸
時
代
め

る
が
り
や
鯵
的
い
ろ
い
ろ
、
ま
た
江
戸
民
家
な
い
と
が
あ
り
ま
す
a

時
代
的
人
々
の
く
ら
し
を
学
び
ま
す
e

品
開
問
時
7
R
幻
経
(
本
)
午
的
関
9
時
却

分
か
ら
午
後
3
時

事
域
紛

位
陣
市
脅
裁
地
問
年
金
(
隊
機
総
社
年
金
か

ら
時
伸
行
し
た
も
円
、
m
山
識
磁
の
偽
ぬ
澗
に

よ
る
も
の
)
を
受
け
て
い
る
方
は
、
ず

で
は
お
送
り
し
て
あ
る
「
琉
汲
綴
い
に
出
品

人
の
う
え
、
7
m
円
部
臼
ま
で
に
年
金
日
開
宮
古
い
人
生
に
は
、
思
い
が
け
な
い
こ
年
金
金
支
払
っ
て
い
と
り
、
住
指
導

へ
棄
し
て
く
だ
患
い
。
な
お
、
李
と
が
あ
る
も
の
で
竺
事
故
や
警
な
す
よ
蓄
を
し
て
い
る
務
言
、

お
殺
な
い
ぢ
は
、
必
要
議
棋
を
記
入
き
ど
で
時
間
け
ず
、
用
自
民
専
念
的
保
品
開
科
宥
免
除
尚
一
対
象
と
は
な
0
ま
せ
ん
。

れ
押
印
m
w
う
え
、
機
滋
し
て
く
だ
若
い
c

約
め
た
〈
て
も
納
め
ら
れ
な
い
時
期
が
今
年
内
4
尽
か
ん
E
年
制
問
免
除
怖
を

ニ
の
届
げ
は
、
あ
な
た
や
家
族
的
状
態
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
の
受
け
た
い
人
は
、
7
湾
総
回
ま
で
に

な
ど
に
液
化
が
を
い
か
を
縫
め
て
引
き
こ
λ
を
と
き
の
た
め
に
強
制
線
人
的
年
余
録
に
串
摘
し
て
く
だ
幸
い
。

統
伝
授
年
金
が
受
け
ら
れ
る
か
ど
フ
か
を
機
一
号
綾
係
険
者
に
誌
、
然
体
問
軒
町
内
党
を
お
、
免
除
怖
を
長
け
た
棚
網
開
聞
は
楠

み
る
太
明
な
苧
時
間
暴
で
す
む
袋
織
が
凝
除
制
緩
が
あ
り
事
て
め
た
場
合
的
3
分
的
1
的
年
金
制
酬
に

れ
ま
す
と
年
金
的
支
払
い
が
議

1γ
広
め
出
陣
険
料
的
免
除
は
哨
税
制
仰
が
悠
く
税
金
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
殺
陣
怖
を
受
け

ら
れ
ま
す
め
で
ご
訟
就
く
だ
さ
い
の
金
が
線
せ
ら
れ
て
い
な
い
な
ど
一
絞
的
た
紛
絡
は
同
年
齢
ま
寸
き
か
の
ぼ
っ

た
だ
し
、
年
金
を
受
け
ら
れ
る
主
つ
務
換
と
あ
て
は
ま
っ
て
い
る
縫
合
に
認
ど
納
め
ら
れ
る
迫
総
と
い
、
ヮ
総
僚
が

に
な
っ
て
1
年
末
機
的
方
や
、
年
金
の
め
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
を
市
中
瀦
免
除
と
い
あ
り
ま
す
の
で
、
d

班
活
に
申
と
り
が

支
払
い
が
全
両
側
停
止
さ
れ
て
い
る
だ
は
い
ま
す
が
ち
い
く
ら
所
得
が
依
い
と
い

T
き
た
と
尋
同
件
、
必
ず
潟
納
す
る
よ

縫
出
す
る
必
獲
が
あ
り
ま
は
せ
ん
。
っ
て
も
、
肉
緩
め
生
命
保
険
料
や
綴
人
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
a

制
時
瞬
轄
の
免
龍
輔
躍
が
あ
り
ま
す

融
市
織
は

7
閥
均
引

U
Bま
小
、
に

議由@麗鶴自申鵠窃
7~68様;248{B) :粉緩111治い，7.1<悶
7J事ア笥綴・258郷:参事費滋沿い水際

盤謹溜 奇声量lJ4君事S自分から意書寺緩まで

楽言語3夜、 E歯車患の場合t主翼翼延

〈
川
市
民
会

帥附
T
の
核
世
帯
構
か
ら
パ
ス
で
刊
行
き
ま
す
)

事
対
象
小
学
4
・5
・6
年
ゑ
お
よ

が
中
学
生

事
務
紺
購
入
数
印
私
(
先
着
燃
〉

事
拙
付
参
綴
ね
出
問
川
口
丹
、
弁
潟
、
本
間
1

担
問
子
、
数
時
間

帯
申
し
込
み
佼
両
目
ハ
方
々
に
n

庄一昨、

氏
名
‘
学
校
名
、
学
部
、
電
話
務
妙
、

合
明
犯
し
、
7
対
日
日
ま
明
、
に
我
孫
子

6
間
口
に
械
式
ら
れ
た
滅
的
滋
は
、

気
滋
的
上
鮮
と
と
も
に
ぐ
ん
ぐ
ん
と

繁
っ
て
い
ま
す
a

し
か
し
こ
の
時
期

持
出
、
幾
網
拡
が
水
毅
の
磯
市
開
や
病
気
に

、ぺf

本
綴
を
骨
帯
魚
や

p

d

酬
制
品
か
ら
守
る
た
め
に

1 哲事 1 
1 間 8

0 量~ 5 
わ滋

骨量

ii 
語審孝章
常議

長努

め
ぶ
に
は
十
分
ご
設
定
く
だ
幸
い
。

*
徴
翁
隊
総
本
田
山
内

ι立
ち
入
ら
-
な

い
で
く
だ
さ
い
。

*
散
布
ぽ
…
繊
隣
接
の
中
部
臨
離
は
、
散
布

中
凶
…
を
開
閉
め
て
く
だ
さ
い
色

*
決
議
物
語
ど
は
、
散
布
終
了
後
に

誌
を
し
ぞ
く
だ
さ
い
e

*
紋
昔
、
ジ
渇
￥
ン
グ
枇
y
h
H
M
十
分

持
出
掛
品
し
て
〈
だ
幸
い
a

事
万
一
、
第
絡
に
か
し

洗
車
し
て
く
だ
き
い
勾

v
m
問
い
合
わ
せ

字詰!??山知討を;1311il!?開記事敷制輔君時棋盤 J 議nr
J Uり品。与さすぎ季手妻1142問中建謹才品協車輪，時也知!いま判i
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掲イド
期
隷
韓
セ
ン
期
J
iで

制
湖
北
会
1
の
MM
の日開

〈
湘
湖
北
開
航
海
ロ
徒
歩
2
A宵
)

am町
2
2
2
2
1
1
3
1

タ
オ
ル
1
究
第
4
刷出
m
M
は
‘
事
ら
し

布
1
5
0
制
位
、
品
川
、
入
品
問
、
は
苦
み
‘

7
チ
針
を
一
持
丸
僻
し
て
く
だ
さ
い
ロ

d

司
銭
綴
撤
品
鰍
臼
綴

... 明・

4胴U お

ハ
イ
ハ
イ
が

で
き
る
ん
だ
よ

(3)憾 8.7. 1 

軟
に
合
わ
せ
て

手
詰
子
す
る
の

こ
の
時
期
的
亦
九
ゃ
え
を
中
心
に
赤
ち

ゃ
ん
仲
杯
予
行
っ
て
い
ま
す

G

子
絞
を

よ
く
品
開
か
す
こ
と
な
ν
ベ
お
母
詩
ん
m
u

働
き
か
け
に
よ
っ
て
赤
ち
ゃ
ん
的
成
緩

を
す
ば
ら
し
い
も
仰
い
す
る
こ
と
が
で

き
歩
す
6

ぜ
が
お
い
で
く
だ
さ
い
匂

マ
崎
明
隊
内
容
身
体
計
刻
、
赤
ち
ゃ
ん

体
操
、
品
部
養
謡
談
、
治
持
制
緩
、
山
州
制
時

緑
町
相
談
な
ど

議
乳
児
総
訟
は
隊
子
機
綾
子
制
棋
の
無
料

券
{
3
1
6
か
河
期
、

9
1
H
か
H
H
馬

J

を
級
制
m
L痘
弾
機
関
で
受
け
ま
し
ょ

1

4
幽
閉
路
線
緩
包
程

7
Uリ

5
E
父

7
月
刊
M
P
M
均

誕
百
小
川
島
働
]

百
特
F

」
り
や
緩
一
愉
T
M閥
ん
で
い
る
人
は

い
ま
せ
ん
か
e

品制
Hnは
醐
閣
制
判
務
総
も
お

後
け
し
ま
す
の
で
担
気
軽
に
ど
う
ぞ

F

V
時
間
同
午
後
1
時
四
分
か
ら
3
時
給

分
(
受
付
午
後
1
時
か
ら
1
時
制
分
〉

幽

v
申
し
込
品
総
帥
附
セ
ン
タ

i
へ
電
緩

ま
た
は
議
後
お
い
で
く
だ
さ
い

E

4
腐
と
り
・
開
問
盟
関
数
時
撚
務
総

れ
引
火

7

いじい
L

層
激
配
官
一
)

い
ら
い
ら
す
る
、
総
れ
な
い
、
や
る

気
が
お
診
な
い
q

身
体
的
に
検
査
し
て

も
開
再
燃
は
な
い
が
、
ど
こ
と
な
く
‘
す
っ

き
り

L
な
い

同
時
慾
セ
ン
タ
ー
で
は
、
そ
ん
な
心
丹

絡
み
を
鋒
っ
と
方
の
た
め
に
続
殺
衛
生

粉
組
制
定
行
っ
て
い
ま
す
。
心
的
情
付
ら
方

や
等
主
方
ひ
と
つ
で
ず
い
ぶ
ん
殺
わ
る

も
町
で
す
。
り
と
り
で
絡
ま
一
な
い
で
気

軽
に
ご
利
朗
く
ど
幸
い
。

V
申
し
込
み
後
様
子
的

B
時
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

V
制
加
幾
神
経
内
科
緩
横
山
選
総
党
ゑ

健
康
メ
モ
轍

9Hく
W
ゆ
く
に
ご
る
爪
山
総
容
の

mzカ
あ
し
凶
明
日
出
れ
の
い
足
、
山
主
マ
ノ

り
ま
す
が
、
品
化
H

泌
こ
れ
ん
り
め
明
治
ぬ
の
一
時
力
泣
け
る
べ
き
で
す

し
て
い
る
も
の
も
多
々
あ
り
ま
す
二
本
虫
的
治
絞
め
ぬ
一
紙
切
は
、
i

川浪、

れ
ら
の
っ
ち
総
-
…

t
は
、
は
け

L
い
荷
役
段
、
以
%
の
…
つ
で
す
~
品
カ
良

み
や
成
刷
の
た
だ
れ
カ
生
仁
、
ま
と
こ
い
、
コ
ト
チ
ン
キ
ト
庁
長
い
な
ど
と

め
郁
に
似
の
化
出
版
僚
の
ゆ
税
法
寸
ω叫
が
し
中
川
氏
滅
的
擦
も
い
ろ
い
ろ
ち
る
よ
、
ヲ
で

く
滋
れ
、
ま
た
股
内
外
ン
パ
納
怖
が
紛
れ
て
、
す
が
む
か
に
は
点
以
約
ょ
う
で
ぶ

虫
て
長
い
が
も
あ
り
ま
す
力
て
旬
や

察
、
，
O

は
り
し
か
る
べ
き
医
師
向
ヘ
同
時
を
i

榊

仇

突

い

お

Yノ
け

践

し

た

さ

ふ

ぎ

正

け

ゅ

の

こ

畿

r年
'

市
υ

~

加

と

か

K
切
で
す
、
総
に
も
号
、
ま
し

霊

;

一

議

「

i
J
d
f
r
i

、1
1

2、
円
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ま
せ
ん
反
冬
合
総
し
て
後
紙
一
年

あ
り
ま
ザ
ん
が
、
終
満
期
尽
に
出
る
も
の
宇
く
め
も
や
ゥ
と
と
い
う

4
L先
生

L
、
片
山
治
療
を
川
町
け
る
べ
き
で
す
む
ま
た

が
ば
と
J

八
と
守
す
α

こ
の
場
合
、
土
小
紋
的
閉
じ
ゅ
う
恕
長
さ
ん
は
た
円
し
み
続
中
革
命
U

鳩
山
門
法
焼
、
一
ち
多
い
も
mu
て
す

ま
す
の
付
近
に
小
本
絞
め
以
来
る
小
本
け
る
憾
に
主
り
ま
す
そ
の
よ
ヲ
な
時
は
、
ム
庶
民
て
治
謀

総
柄
、
足
の
ユ
ピ
め
滅
的
成
機
か
な
ヤ
本
虫
の
伝
決
は
以
上
め
同
隠
れ
み
怠
綴
か
を
乏
け
主
け
れ
ば
な
り
ま
吋
ん

け
れ
く
じ
く
じ
く
し
た
路
約
朗
代
、
犯
の
ら
初
級
し
た
裁
か
、
他
的
人
今
度
病
へ

V
附
い
た
わ
絞
殺
椅
子
市
医
矧
会

ウ
ラ
め
成
燃
が
聞
く
以
〈
な
る
角
校
現
段
人
す
る
た
め
に
お
こ
り
ま
す
コ
で
す
設
へ
制
)
5
5
2
5

繍
別
、
制
慨
に
閣
が
爪
町
中
に
日
投
入
し
て
か
、
い
り
靴
下
も
ス
ワ
y

H

の
共
問
は
、
終

納
盟
締
開
鵬
臨
時

へ

九

ω鴎
器
問
脳
内
抱
密
閉
出
組
欝

い
的
地
付
ち
前
中
々
は
、
総
統
を
行
い
ま
す
め

関

撞

轟

棋

盤

穣

韓

関

で

次
的
予
防
接
援
は
緩
療
機
関
マ
後
け

で
く
だ
さ
い
。

ニ
め
内
市
部
的
は
、
和
代
々
入
隊
よ
り
識

か
に
N
M
蔀
よ
り
地
球
上
に
ん
み
ん
お
し
て
い

る
カ
と
の
仲
間
開
で
、
品
り
は
山
me--」か官民山村

求
山
肌
は
一
日
付
い
か
か
っ
て

L
ま
う
と
、
と
か
い
わ
れ
る
下
等
協
物
的
一
時
で

い
ろ
い
ろ
治
療
し
て
も
容
誌
に
治
ら
紋
岬
判
的
紋
も
長
縦
輔
の
角
化
層
に
好
生
し

な
い
ば
か
り
か
、
気
慌
が
ぶ
遜
多
淑
て
い
ゐ
も
の
で
す
。

に
な
る
五
、
六
月
か
ら
鳩
城
山
し
始
め
、
水
虫
は
子
に
も
で
き
な
い
わ
け
で
付

暑
い
夏
め
間
同
じ
ゅ
う
総
殺
害
ん
を
総

ま
ぜ
統
け
。
判
取
引
い
乾
織
し
た
冬
に
主

る
と
、
か
な
り
の
と
こ
ろ
ま
で
は
戦

後
し
ま
す
が
、

μ
担
近
は
冬
問
問
も
暁
泌

が
発
達
し
て
お
り
ま
ナ
め
で
、
ご
問

時
間
備
で
も
帥
問
機
織
牧
内
強
い
嶋
崎
会
む

国
叫
ん
れ
ま
す
砂
こ
的
憾
な
状
態
が
間
内

部
も
繰
り
返
し
中
山
者
さ
ん
を
協
ま
ぜ

る
め
か
替
畿
で
す

3

こ
の
木
山
一
め
庄
小
凡
な
術
お
は
汗
機

状
白
騨
{
か
ん
ば

y
仁
ょ
っ
は
く
せ

ん
〉
ど
い
い
、

eHh明
前
惜
の
た
め
に
起

る
後
議
摘
で
す哲

な
お
、
実
地
底
療
機
燃
に
つ
い
て
は
、
い

E

阿
部
経
セ
ン
タ

i
、
市
災
泌
総
日
投
び
各

V
持
害
す
る
も
の
印
総
と
時
子
掛
間
接

支
所
に
担
い
て
あ
ゐ
心
持
畑
町
長
志
保
健
子
校

セ
ン
タ

i
め
ど
搬
出
川
」
を
ご
覧
く
だ
さ

V
幾
期
総
学
総
ま
で
無
料

vm問
時
日
記
5
7
日
付
幻
自
(
水
)
、
山
田
年

3
H
H
U
H
r
本
)
受
付
は
午
後
1
川崎か

ら
2
叫可

マ
対
象
心
験
咋
抗
感
に
つ
い
て
心
一
配
的

あ
る
時
議
米
地
州
内
乳
幼
出
品
、
憎
ん
愛

V
後
線
内
容
間
一
枚
胸
部
レ
ン
ト
ゲ

ン
‘
山
蹴
W

は
制
制
定
、
心
震
図
、
絞
松
市
‘
恥
知

機
、
制
刊
誌

V
費

用

祭

料

V
申
込
方
法

7
n分
以
7
月
幻
自
、

3
n月
八
げ
は
S
H
H
M
同
日
ま
で
に
電
話
で
柏

然
輪
開
掛
川
即
時
鍵
指
導
課
へ
予
約
し
て
く
だ

容
い
。

? 
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事
麗
蝉
耕
輔
麟

ニ
め
織
に
載
せ
る
写
糞
ら
募

集
し
ま
す
。
テ
i
v
は
ぷ
怖
の

好
き
な
ニ
の
議
所
、
ヤ
一
の
臨
胤
且
品
L

vr 
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あ

制
制
印
紙
に
h
慌
孫
、
氏
名
、
議
給
一

番
号
、
銀
臨
時
草
月
、
場
所
、
口
一

と
設
令
開
明
記
し
、
我
孫
子
1
8
一

5
8
市
役
所
広
報
広
同
議
開
へ
ど
一

同

γ
L
i
i一

」

お
た
の
し
み
会
的
鋭
的
怖
は
、
日
開
詩
珍
で

お
知
ら
せ
し
み
骨
子
e

お
蜘
惜
し
み
に
。

va程
本
7
n
7
日
(
本
)
市
民
会
総

務
4
会
議
室
*
7
n
u
H
日
「
本
)
栴
枚

分
材
開
お
は
な

t
内
部
護

w
v
時
間
間
午
後
4
時
か
ら
4
時
四
分

霊
会
~
~
~
ニ
ギ
ャ
ラ
リ
i

分

知

酷
i
水
彩
鶴
H
H

マ
作
品
務
抑
制
川
2
ぷ
(
品
。
。
努
γφ

成
肉
防
盛
之
助
作

熔
然
立
印
旗
手
費
一
義
務
一
公
盟

一
定
の
符
為
捻
麗
持
出
を

好
投
剣
山
植
物
等
肉
体
ふ
肢
を
ぬ
削
る
た
め
、

総
係
市
総
品
刊
の
住
民
か
ら
内
向
然
保
護

綴
咋
日
H
L
を
品
官
級
ず
る
こ
と
円
い
な
ワ
ま

し
た
。
ニ
の
綴
議
践
は
、
z
註
枚
一
や
仙
川
制
慌

に
総
滋
L
、
由
同
然
保
織
に
熱
窟
の
あ
る

人
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ぬ
孫
子
市
で
は
宅
災
野
山
則
庄
ハ
庄
内
均

時
同
敏
夫
さ
ん
〔
品
開
孫
子
野
潟
を
守
る
金

総
会
経
)
が
、
柑
掛
か
ら
姿
媛
き
れ
ま
し

た
。
今
後
、
自
然
公
財
閥
絞
械
の
パ
ト
口

i
ル
や
同
時
磯
町
た
め
の
指
導
を
行
な
い

ま
す
め
で
、
ご
協
力
を
お
綴
い
し
ま
す
。

省
自
然
繁
紬
蹴
滋
議
員
に
袋
綴

事
れ
た
謀
総
級
炎
さ
ん

手ま聖;誼滋歩司種世弁上主正;(<:鋪{久奇襲家)

f事語、沼tこ射す光の幾し卓をf量ってみま Lたり

ー
鴻

議室

11 

d
擦

り

総

ザ

ド

話

機

っ

て

く

だ

さ

い

詰

w
v
離
料
で
*
ウ
イ
ン
ド
ク
i
ラ
l
(
2
ホ
剣
滋
兵
一
式
(
小
学
6
部
、
女
子
用
)

会
)
〈
谷
一
教
官
〈
m
m
〉
3
9
2
9
〉
士
…
体
制
ハ
大
曲
惜
(
則
的
}
3
0
1
9
〉
*
剣
滋
兵

ベ
ッ
ト
〈
的
問
付
)
八
河
磁
惜
〈
糾
)
7
7
0
…
式
一
小
学
5
部
、
女
子
出
用
)
〈
立
災
四
M

l
v
ネ
ガ
ス
庁
i
ブ
ン
〈
花
務
官
門
的
恥
)
(
制
〉
3
7
3
6
〉

5
5
3
3
v
*
ガ
ス
ス
ト
ー
ブ
(
我
孫
V
申
し
込
み
お
湾
総
先
へ
絞
般
紙
総

子
ガ
久
燃
ぺ
庁
ス
コ
ン
ロ
〈
紋
孫
子
す
し
て
〈
だ
惑
い
a

な
お
、
n
i
ナ
i
お

ス
周
)
、
応
出
世
チ
!
ブ
ル
、
ァ
ロ
ア
ス
タ
舵
械
は
‘
市
災
金
約
議
消
鞠
同
法
協
同
聞
で
、

/
ド
ハ
十
い
臨
時
世
(
u
m
…
7
8
7
6
v
後
緩
や
受
け
付
け
て
い
ま
ず
。

V
官
官
料
で
*
…
一
一
昨
日
ベ
ソ
ト
(
秘
採
点
ハ
)
V
コ
ー
ナ
ー
判
皿
増
上
の
注
帯
都
地
り
被

h
林
位
一
泊
)
4
9
2
4
v
う
時
間
物
は
、
家
…
降
、
h
w
所
用
川
口
問
滋
然

第736をき

話~欄

ゲ部

め
で
す
白
我
祐
子
市
も
都
市
化
が
議
み
、

市
内
に
伐
さ
れ
た
林
は
総
衡
械
の
一
部

に
品
開
た
な
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す

絞
送
、
一
一
齢
的
叫
刊
で
本
竹
、
問
中
花
を

採
取
し
た
り
、
ゴ
ミ
を
不
法
投
獄
す
る

な
と
、
、
む
な
い
一
行
い
が
見
う
け
ら
れ
ま

す
勿
燃
か
な
結
を
次
代
に
引
き
続
ぐ
た

め
に
、
身
一
時
な
は
怖
を
み
ん
な
の
力
で
守

的
リ
御
門
て
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
わ

A
品
特
は
ゴ
ミ
診
て
場
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
自
然
保
畿
の
た
め

に
も
ゴ
ミ
は
決
め
ら
れ
た
場

所
に
c

A
劣
後
高
校
レ
ス
リ
ン

ダ
拙
酔
関
岡

d

喝
間
関
体
予
選
に
む
け
て

総
務
に
も
熱
が

λ
る
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鵠

山
内
切
の
し
き
り
や
縦
約
あ
や
的
邸
前

日
常
人
釈
ひ
と
き
わ
お
〈
務
山
吹
き

惑
の
実
令
長
べ
る
齢
的
大
薮
厳

加
問
山
械
に
術
開
作
ム
口
一
つ
掛
川
仰
い
い
入
る

丈
岳
民
向
〕
あ
ん
た
ま
る
お
集
成

選
総
絡
め
品
中
露
九
し
品
十
段
ゃ
い

暗
躍泉谷染

濃
か
を
人
筒
抜
山
間
を
築
く
う
え
で
泊

必
畿
な
内
腕
登
録
換
し
.
後
殺
に
山
引
き

継
ぐ
た
め
に
務
仲
間
公
園
紛
疫
が
絞
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

手
相
H
目
的
問
時
抑
…
は
、
田
閉
す
…
印
柑
峨
争
資
自

然
公
開
園
(
下
関
務
総
〉
に
指
定
さ
れ
、

次
に
議
げ
る
行
為
等
に
つ
い
て
続
け
山
制

等
が
必
要
と
な
ワ
主
T
O

許
可
市
中
稿
料
‘
関
け
泌
が
必
幾
と
さ
れ

る
主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
a

*
工
作
物
の
新
築
‘
改
築
γ
〈
は
増
築

(
議
織
物
e

寂
向
き
日
目
又
同
M
M
鵬べ一即時間

企
忌
0
0
0
百
以
上
い

本
山
仏
校
総
惜
守
的
掲
山
山
、
総
統
γ
ん
は
表
示

*
土
地
の
形
状
後
緩
(
断
出
品
開
2
0
0
川
市

ψ

お
し
く
は
、
同
判
上
官
〈
は
出
拠
点
に
よ
っ
生

ず
る
法
的
術
開
事
5
聞
を
こ
え
る
も
の
v

w
v
問
い
合
わ
せ
公
欄
閣
僚
潟
議

闘
制
諮
高
一
線
さ
ん

A

守
年
飾
品
か
ら
自
然
公
凶
附
内
内
線
浸
と

i

l

l

-

t

i

t

i

l

-

-

い

旬

、

持

久

力

や

山

開

会

縫

う

千

暗

辺

教

織

は

、

b

t
験
灘
鑓

E
ι
片
聾
担
F
媛

、

2
2
J
i
コT
j噛
守
、
』
君
臨
輔
、

4
1
J

警
に
応
じ
た
ア
ド
バ
イ
ス
を
す
る
よ

…

轟

野

噌

鞘

喝

一

醐

姐

曜

講

一

吋

』

一

尚

一

ハ

古

欝

醐

一

回

一

一

縞

フ

心

が

け

て

い

る

と

い

っ

骨

V
作

品

予

選

(

6
号
)
:
火
翌
三
重
額
制
髄
溺
鐙
喝
轟
副
属
種
目
げ
同
騎
打

u
h輔
戸

間

協

円

ド

}

馬

、

今

年

は

、

子

禁

容

行

な

わ

れ

た

ア

子
作
c

睡

議

(

日

出

品

ザ

ペ

会

い

織

の

品

る

…

メ

リ

カ

的

防

校

生

と

め

交

波

紋

A
闘
に
巡

回
偶
数
日
珍
γ
:大
探

索

一

一

作

一

s月
に
一
付
わ
れ
た
綴
府
開
校
総
合
体
問
寸
試
合
平
一
刊
誌
蹴
議
す
る
け
ど
‘
余
縦
震
は
、
放
謙
一
識
に
約
2
時
的
一
ソ
苧
2
名
を
派
議
L
k
o

V
期
間
7
月
E
門
口
か
ら
却
日
一
宵
大
余
で
ふ
人
治
仰
捕
し
た
町
一
か
、
議
立
計
な
ニ
k
f£
句
、
え
ず
‘
ウ
オ
ejjg
ミ
ン
グ
ン
ぶ
ン
ダ
か
ら
始
ま
る
練
関
心
、
部
員
公
式
殺
は
年
4
開
門
次
闘
は
、
7
府
内

調
花
色
分
日
開
で
片
山
、
体
制
鋭
的
機
訴
が
一
和
総
宙
開
山
伐
レ
ス
リ
ン
グ
部
ロ

7
り
!
?
ソ
ブ
を
し
な
が
‘
ぷ
仲
間
世
を
集
中
し
れ
~
い
の
額
は
す
ぐ
に
符

ιま
み
れ
て
〈
る
c

同
日
に
行
わ
れ
る
図
体

f吟
3
年
生

で
き
る
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
、
市
川
町
的
み
中
甜
キ
Q

M
臨
級
ぞ
飯
島
信
一
一
時
時
〈
3
年
〉
、
と
多
郎
世
相
。
J
E
3
試
合
が
2
n
n
続
一
線
…
慨
は
、
け
つ
こ
う
さ
つ
い
で
す
」
に
ど
っ
て
最
後
約
公
式
戦
と
な
る

6

擦

な
手
ん
に
祭
料
で
織
協
成
し
て
い
ま
す
令
…
グ
レ
コ
ロ
!
?
ン
ω
m
h
Z
超
級
で
脱
却
く
左
き
す
が
に
後
れ
ま
す
~
ム
ふ
る
知
的
終
。
辺
教
仇
酬
は
吋
憾
の
晴
ら
ぬ
よ
う
、
力
を

間
期
間
は
1
か
月
で
縫
示
教
は
お
点
ま
で
。
一
本
隊
指
数
(
3
年
)
、
災
別
々
官
級
で
総
務
援
の
小
境
線
数
綿
は
「
守
図
的
試
合
め
多
い
ニ
約
時
燃
は
、
練
習
も
お
し
切
っ
て
ほ
し
い
い
と
闘
っ
て
い
る
や

グ
ル
i
プ
、
相
捌
人
は
州
問
い
ま
せ
ん
や
日
…
多
誼
忍
詮
〈
3
和
十
〉
的
3
人
が
後
斡

G

大
会
を
と
お
し
て
県
内
の
強
畿
内
総
合
ス
パ
i
リ
ン
グ
が
中
心
切
試
合
的
時
め

端
的
カ
附
げ
を
発
表
す
る
機
と
し
て
・
お
一
フ
リ
1
嗣
キ
口
数
で
は
問
問
問
博
己
若
や
、
他
県
内
高
校
と
的
総
合
な
ど
、
都

気
軽
に
ご
務
用
く
だ
さ
い
。
一
(
2
年
)
が
3
伎
に
入
り
、
そ
れ
ぞ
れ
員
に
は
い
い
勉
強
に
な
っ
た
T
し
よ
う
L

F

込
書
留
F

弘

謹

言

一

関

東

大

会

に

出

場

し

た

。

6

月

の

憾

と

綴

す

。

掻
問
問
調
醐
醐
四
日
邸
中
東
大
金
で
は
、
多
開
設
が
3
後
と
健
鈴
校
は
、
w
m
和
田
?
"
門
創
立
と
料
相

唱

t

t
…

}

し

い

。

レ

ス

リ

ン

グ

お

も

学

校

号

制
混
同
問
、
持
論
制
明
白
州
、
子
供
用
品
、
学
指
一
面
一

A
開
喚
問
問
時
い
い
総
長
日
名
で
隊
総
O
L
V
ス
ワ
ン

問問問州、，
H
転
車
〈
側
部
品
目
舎
一
合
む
)
な
い
yrw

一

グ

で

閉

山

体

胤

鴻

緩

績

を

も

ワ

淡

辺

終

滋

ト

ヂ

と

し

て

日

開

削

雑

貨

等

の

劇

久

溶

純

一

町

一

品

設

が

指

導

に

あ

た

っ

て

い

る

。

「

ー

と

し

ま

す

。

衣

獄

、

自

動

車

、

敗

訴

約

一

年

【

闘

は

、

同

月

一

件

試

合

を

す

る

の

は

い

蓋

片

山

絞

り

ぬ

い

ま

せ

ん

。

後

供

給

は

無

料

一

な

状

態

企

ま

と

も

ゑ

A
H
が
で
き
る
よ

瀧

科

ど

ち

ら

で

も

か

ま

い

ま

サ

ん

が

、

一

う

は

な

ウ

た

の

は

、

3

部

判

例

か

り

し

と

夜

科

的

場

合

の

機

鉄

総

憾

の

間

目

安

は

、

一

渡

辺

教

諭

は

刈

織

す

。

購

入

後

1

年

以

内

の

も

の

で

液

簡

の

5

一

淡

緑

、

議

員

は

却

お

…

3

年

生

7

0

相

、

制

間

以

内

、

し

ん

銭

安

5

方

向

と

し

ま

す

。

一

2

年

設

8

名

、

1

年

生

5

お

〕

得

、

…

主

将

V
問

い

合

わ

せ

中

市

制

民

集

約

総

拙

閉

山

民

生

内

線

彦

君

を

は

ヒ

め

、

余

録

が

高

校

に

活

係

入

っ

て

か

ら

レ

ス

リ

ン

ヂ

を

鈴

め

た

。

経

毒主

公
手
苧
鰯

仙
台
に
単
身
絞
俗
的
去
の
ぬ
武
内
パ
ラ
一
一
本
棋
に
ぬ

選

し

来

る

本

的

洋

了

会
圭
棋
の
内
附
埼
〈
姥
た
な
り
き
で
間
関
東
宇
野
パ
ス
的
級

官

見

付

く

ふ

A
P
U
W

栄一

本
政
き
揃
闘
っ
司
令
せ
ん
ど
ん
の
出
削
除
上
〈
れ
ば
日
夕
胤
織
で

山

闘

で

花

乱

れ

数

為

法

夜

立

文芸だより以後さんがつくる

ナーてす。締り'H11ま告IfJi15日(邸、若入

1人1作でr、ノ?寺iこ自主りますや

応募先手主l~子J858í告役所広報広E菱総

井
上
由
刷
物
チ

つ
ど
い
八
十
同
時

帰
又
線
叫
枝

問
問
百
年
内
務
吹
を
:
秘
め
て
惟
町
本
的
今
に
筏
れ
り
M
M

漉

〈

し

さ

増

開

閉

ば

忍
び
寄
る
託
い
に
複
り
キ
品
位
七
つ
つ
例
を
も
な
さ
す

部

門

ゃ

な

殺

は

阪

か

勺

手

踊
い
犬
め
れ
に
も
ぷ
時
L
め
下
っ
け
い
り
れ
て
予
防
問
機
械

的

根

沼

世

間

雪

、

内

務

好

一

一

三

老
母
め
川
町
物
的
畿
を
求
め
急
て
久
々
に
母
め
日
終
に

滋
L
ぬ

小

出

礼

子

持
蜘
に
劇
的
出
子
に
ω別
融
か
せ
ば
と
と
と
校
1
て
流

れ

出

初

む

絞

滅

多

多

何

時

キ
一
体
せ
と
せ
も
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a
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a
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‘
，
e
J

…

f
ー

・

の

描

吋

祭

出

酬

も

総

務

で

す

。

持

)

が

品

り

ゑ

す

が

、

そ

れ

か

ら

ぶ

五

え

返

し

て

み

る

持

、

賞

都

国

闘

に

為

る

一

…

為

?

で

f
d
b争
毒

込

山

山

富

サ

ミ

ソ

ト

で

も

倒

壊

を

撃

手

警

て

い

ま

す

。

議

題

際

社

会

、

奪

三

ぞ

れ

に

ふ

三

し

い

霊

…

…

a
す
る
新
し
い
放
を
つ
く
号
た
い
も
の
で
地
域
や
日
常
め
な
か
で
も
一
回
探
情
織
が
と
い
え
ま
す
品
そ
の
我
孫
芋
会
場
内
一

…
露
支
良
、
第
二
擁
護
反
映
さ
せ
る
か
が
、
強
調
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
留
学
的
葬
儀
只
不
可
欠
な
今
、
喜
望
的
問
機
釣
訴
緑
、
関
サ
ミ
y
ト

ヘ

的

議

書

一

…
発
ゆ
か
り
サ
ミ
ッ
ト
が
祭
脇
判
明
時
飯
田
し
ぺ
い
わ
噌
ゐ
知
識
人
、
学
級
掛
究
者
向
時
間
繍
は
ど
て
づ
か
、
大
切
な
ポ
イ
ン
ト
で
す
む
問
問
丹
協
力
と
務
総
は
本
列
欠
内
条
件
一

…
市
で
ひ
ら
か
れ
ま
し
た
e
飯
田
会
君
臨
刊
孫
子
の
存
在
は
り
で
、
多
く
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
ぞ
れ
昨
年
内
霊
童
会
に
お
警
し
た
と
な
り
そ
す
で
に
我
孫
子
喜
一

一
第
一
一
間
酬
に
は
、
第
一
隙
波
野
市
に
と
塾
わ
印
象
深
か
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
を
ふ
ま
え
て
、
今
、
榔
添
削
削
拘
を
本
愛
宮
本
臨
時
明
氏
は
議
摘
「
わ
が
機
史
論
」
研
究
セ
ン
タ
ー
は
線
開
サ
ミ
y
ト
我
一

塁

に

よ

る

本

擦

が

さ

る

こ

と

蓄

し

た

遠

野

市

議

室

、

震

ま

す

e

そ

れ

そ

数

多

〈

一

一

一

心

長

約

じ

と

ら

え

る

ふ

し

い

主

主

~

妻

子

市

長

野

口

護

豆

、

孫

基

場

へ

の

協

力

を

打

ち

出

し

、

一

さ
ら
に
、
狭
間
削
除
宅
が
多
く
な
り
が
ミ
一
索
、
綴
崎
断
叫
(
待
問
蛾
県
)
、
雑
緩
M
刊
{
緩
く
が
害
総
し
た
こ
と
冶
そ
れ
か
ら
品
液
体
が
あ
る
件
、
し
よ
う
か
。
そ
の
ひ
と
つ
は
秒
間
削
開
閉
闘
終
と
日
本
人
U

を
め
ぐ
っ
て
飯
脱
会
議
に
も
一
見
学
に
多
く
の
会
員
一

話

し

芸

重

き

れ

な

い

こ

と

や

道

…

壁

、

我

孫

子

市

町

長

善

治

義

奪

雲

工

芸

i
て
、
雪
遊
泳
筏
サ
イ
ド
、
い
れ
ば
生
活
者
向
必
か
ら
の
お
と
外
か
ら
の
目
と
い
う
が
蓄
し
て
い
ま
す
の
…

禁

狭

い

た

め

、

議

撃

で

道

を

ふ

…

ぇ

、

白

書

飯

事

費

し

ま

し

た

。

菜

子

で

内

閣

壁

、

も

ら

ろ

ん

一

託
行
主
江
戸
こ
一
日
間
終
日
七
日
韓
関
関
脇
河
内
明
か
り
ザ
ミ
ッ
ト
誌
購
う
持
弓
れ
れ
ぺ
江
口
…

れ

か

ら

は

ど

的

防

総

会

で

も

お

年

繰

り

互

い

警

は

蟻

芝

生

存

緩

み

の

j

a

i

-

2

3

I

M

-

-

:

、

i

e

古

都

童

書

記

つ

づ

い

て

、

三

番

人

そ

の

方

々

薬

品

い

喜

一

滋

い

撃

と

誕

雲

仙

議

普

通

l

第

一

一

臨

長

野

議

戴

関

市

会

場

に

参

加

し

て

l

近

年

量

的

除

去

で

い

そ

こ

カ
を
も
っ
て
余
事
き
い
と
が
と
て
も
鎌
一
知
県
)

L

C

平

良

市

(

冷

縄

県

て

そ

れ

し

て

場

加

各

機

衡

の

限

で

は

、

お

隣

一

要
に
な
っ
て
く
る
E
患
い
ま
+
九
そ
の
…
に
ホ
伐
の
総
司
世
田
川
音
波
〈
東
京
都
)
学
と
自
然
派

ι儲
Mmを
、
地
級
料
相
と

L
の
レ
ペ
ル
で
も
、
務
詔
一
閥
際
的
殺
事
を
く
も
的
、
出
向
か
ら
の
ゆ
陪
党
と
剥
け
か
ら
の
論
り
湖
特
蹴
出
向
と
協
力
線
機
め
よ
で
の
同
一

た
め
に
は
，
お
年
警
が
気
軽
に
集
こ
が
神
間
と
な
り
ま
し
た
。
中
的
郷
土
史
づ
〈
り
に
む
す
び
つ
け
た
、
み
と
っ
て
行
く
こ
と
に
あ
る
主
主
綴
と
い
う
も
の
、
す
い
う
主
主
時
量
的
簡
が
上
が
っ
て
い
ま
す
翁
一

っ
て
F
ン
凡
な
ど
が
で
き
る
よ
う
な
コ
…
今
回
酬
は
務
制
載
が
多
く
な
り
約
一
女
佐
市
終
的
総
務
が
出
色
で
あ
っ
た
か
す
。
そ
れ
に
は
榔
臨
?
ミ
ッ
ト
は
務
好
く
ま
で
も
齢
世
帯
に
;
余
め
て
い
く
L

淡
く
か
ら
お
客
を
お
緩
急
す
る
の
…

?

を

l
霊

客

機

で

で

三

恋

人

語

況

で

γ苦
言

語

与

し

ょ

、

フ

か

a

的

機

だ

と

い

ま

で

し

ょ

う

俗

と

絞

っ

て

い

ま

え

で

す

か

ら

、

霊

童

仁

そ

し

て

ご

治
会
が
で
き
て
げ
阿
部
で
す
が
、
今
は
お
…
の
下
に
然
燃
か
ら
琉
珠
誌
か
ら
伊
総
榔
回
一
瞬
努
め
学
問
的
評
舗
は
滋
ま
る
務
盟
問
胸
囲
湖
均
一
封
鎖
で
、
大
き
な
彩
感
そ
れ
を
慾
約
者
向
感
覚
主
総
務
委
ベ
し
く
成
功
さ
せ
た
い
も
の
寸
党
…

繰
り
返
緩
い
か
気
軽
に
ふ
い
さ
つ
を
交
わ
て
廿
へ
緩
ま
り
ま
し
た
。
ま
た
、
住
民
ば
か
り
で
て
柳
田
没
後
間
…
志
一
紀
の
ル
与
え
た
仕
事
的
む
と
つ
に
、
品
臨
時
間
川

i
x
に
し
な
が
ら
‘
絞
殺
と
の
交
流
を
柳
町
出
サ
ミ
ン
ト
を
的
芝
山
市
出
土
排
…

し
、
悶
凶
勺
た
と
き
に
は
お
玄
い
に
す
ニ
サ
イ
ド
司
事
怒
鳴
が
料
開
立
ち
ま
し
た
α

側
聞
で
も
、
そ
の
衛
門
終
倒
的
地
献
が
す
で
に
火
一
…
一
の
、
抑
留
学
主
y
ク
ス
み
丸
深
め
て
、
ど
ニ
ま
で
柳
田
サ
ミ
弓
ト
町
会
問
闘
は
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惨事島新 湖~tl憲主主公民意忠実吾喜怒

砂受覇軍事専 5∞fIl 
ル持参エプロン、三尾様、メモ、

ニミソッiI

砂やし込み‘襲噴い合わ枝 市民慾

議議塁線質業務i系

!牧草体力テストl
1>8総 71'弓絡を3(臼〉守士約9総支接

対〈毒綴燃料〉

砂場所的E号線湾総ザブP!j-ナ

砂窪el E迂復告書dニζ，.雲監護dニぴ、

ジゲザヅドソブJLヘ急務、霊童文1

惨罪悪い合わt主 体湾苦寒惜(87)1155

[大科観葉樹議会麗i
1>8事者 7月ア8C京〉から12Eヨ

(火〉草壁で¥午諸J9B寺かそう午後6H者

|献題iこど協力をi
101'ヨ308;;まら11尽2夜、主主霊草壁譲 歩Eヨ絡 7同118(1'3)午前9草寺30

主F重議選患に行われる祭1(Ql全因縁淡 分から午後3時3日分く正午から字

書事担t祭ひょうご大会 -̂.o参加望書を 室長H寺務マi手持毒事〉

務室長し撲です。 除草霊長時 保健tンヲ-

b参00軽量錦 織獄、テコス、ソツ 砂間い合おtt 壁車生露軍

トボーjレ、ゲートポ…jふベタン

ク、ごiJしフ、記念マラソン、護霊華妻、

事事祭主主ど

験参加重電繕沼紛4年4F=1守ヨ以

言語!こさ主主主れ友人~選議主主治

惨申し込み守闘い合おt主 主事2吐露棄

にあるE町工在五む率込議撃!こ必要警欝演を
鋳言Eし、 71'ヨ6総務でi之総祉謀者

入者吾被告宅へ

議事参加者l正道援滋養震設の審議後経

て淡主主され設す。

鞠団輔
i楠轄腕章学錦織l
幸吉設を字路堕されるヌラiま欝謀者にE告

し込みのうえ、お土子さんi怒i事ぞお

いでくどさい。

砂悶臼・会事詩 71'弓288C本:).・機

縁センヲ 71'寺29Eヨ(会J"市民

主主室霊祭4・5余震議苦言

1>9害防 午喜01伐E苦から午後49事

炉支宮重量 毒液まに小学絞に入学さ5

れる総ねてお立崎iこ綴号室を爽する主主

兇及びその保護翁*現に議案全詳して

いる殺で刷局12総害警を害事滑る廃霊童虐

生僚主主ぴその保護苦言

動~E担し込み腎襲塁い合わせ 学後主主

著著書室学務係官(8お)1151

l主73喜鱗齢撒センタ司i
語懇鯵号室主主びその毅護室等の?担える

総量妻、者謀者上、 Eま喜襲毒事t2.{係るお穫の

政書記ごとニ、悩みごとに対する格差是

窓口としてこ子縫製高齢看護憲章合相設定

ンタ ガ考書Eヨオーヅンし吉主です8

3き主主祭ごと:ll.周くださし」

*高臨帯著書総合格露英センタ…緩皇官室露

喜喜知合472(27)0110(よとの語童話汲コ

レクトコールヌラ式安芸裏手詩。 初日夜

ダイヤルして§分氏名言受務iアヘ

警鐘喜主主語録を申し込んでください〉

本詳し<1立論剖t~望者入義襲被告里へ

時里整烹型空豆|
7月10Eヨ〈正三王子自民体務総で壮

年体力テスト、 IJICTe学校体湾道義翌患

にど主主手パレーボー)[，大会1:1行われ

るだめ、体重警書室〈トレ一二ンヅ主主

(1181義務体み法除く〉の利局I誌マきぎをオんo Cご

併話童話腎 f官民会議意滋2・3受話滋'1i1' 拐刀耳をお善要いしをます。

盟関園翻臨欝…

(雪埜丞遍証
できてi謀総をもとに、入闘の

言語4皇室我孫チャンク三ミスーツ、シ iいとしさ、殺をきる議〈人勇気後始

タツエスティパjむ宅をお正当%をヨ(8) Iいださき緩め豪華台でをまe

iこF官民会露認で廃空襲し殺すむ I t;l3吾作自主言ヌ℃刻、主主建 さ室生あ

参加事院選oヴ1[，-ブ〈湾内在i:F. Iやこ

を童話“在学)1謀、 7月58までは |砂白書害 7F324臼〈日〉午後4的関

ヅ1["…ブo、代表苓oi:Fi'耳、 E主主号

奪事在霊童話でご連総ぐえざさい。

b遼絡先 社会事愛護審議官(81))1151

議場空辱函
砂祭設資総昭郎3年4月28か

をう46年4i'さ 18an':'1こさ主さまれ去三者

砂<13込異母悶 71'368;;才":>138さま

で(J;担込言霊幕引謀、人務理発露司業務総

路、察京閣総書事、税務審で〉

修善章い会わせ 怒襲撃りの税務署雪ま

検入著書約 ?改;or冷〈金問Eお燃〉

語圏入話番券発言暫露骨 平翼義察E号、北ひ

ひぞう対、 ブジヅススズキ、 芦主多ニ干塁塁

k5、モミ凶悪挙対堂、;あびこサ ピス

ンタ時ヘ十一議議議議底、ダマ'ヱ

我孫子主主、 Jt{~:…、ミリフTン主義務

我孫子王室、市総会額約鈴k5ひそうか

り、 ~言書館滋jt台分自宮、 童話芸議綾子百

伎会書室、中央公総書室、 4自そごうプ

ラザ責室、告さ義主義堅選、怒号手とうぎゅ

象主主?とがサ一万二之主守人2~TQJ.さは競売主選対号護人事業2遂事務総原 iラ

内です。 宮05(216)6611へ /...院議い合わt全 社会事費襲警霊童

i較的{鰐皆名人のi
ショート テイ
窪夜空きりや聖誕芸員性のあま手懸り夜

介善悪しているだが、罪着賞t lbl!室、

務自主、究室主露事事望書、 ヒ封奇襲、銀行線の

やむをえJ，J:い事言語で介護でをきtd:く

主主つだ事務長吉、そoil'l$怒りな 潟

釘におt宣言語す診察左さきりく潟呆枝)

老人のシ…トスティ倒産があり

普賢母のでど利用くだささい。

1>翼盟関際おとして7臼iみF号

診霊堂総 生活襲警として1Eヨ1800"号
〈生活祭主霊t空宇替は拝軍総〉

券入所先号警滋養毅司王人ホム久

議震発く尽望書〉

砂申し，~み・罪事い合わ枝 葉重役認

にあ笹野[定のゆ滋雲及u義主主吾妻撃に

E聞き記し、 議総器製老人語義主上係へ

i f身売をさ万邦翻J髄 l
1>湾8.著書長野 ア舟守主ヨ-31B・N

干議終醤察本部室主語翼線、 7将校日

(;J，()“秘書華響詩醤

1>随時 会F喜n9塁審から午後49寺

〈主きだし、士事懇8の午後及び8護霊

日{基盤主く〉

ヰ担談所でi語、金主騒告主砲で亡くな

られ、い殺Z三l之議況のむからない

万々 の写楽や握軍事室 所持後五主どの

幸運務署をもとは格差琵!と総じ苦言'0本昌

談iこ3きいでの露軍l謀、主よるべく理主出

き接持の務機 a皇軍事主将わかる万1:1、

主主義懇校ど]苦毒事ください。

験筒い合わ士吉 殺孫3'襲襲警聖書量刑務

喜章常(82)0110

!テレ索、ノトピス雲{詩型ill

醸
醐
轍
ア
月
閣
議

警
察

供のことでの相訟、緩や万につい

て*外勤襲撃…荻お折、尾主主主餓を憲

章書、 ehぷこなでもご1君主到な*警華

僑課ぃj1.l霊長っと:ぎの救寝耳3喜重詰*主主

菱重護軍"央通習をき住石むこごと、 安芸重警務絞

めこと、淡路使日向や獲量喜怒納、連

総免許のこと

@主主主義喜霊祭器警官(82)0110

四年度耕翻意会l
惨湾8・重量密 71'318-58--
E要葛飾約泡書聖書事t::ン夕 、7河 6

8-10Eヨ・総司雪中央公お直宮、 7F寺

11Eヨ-15Eヨ“'総戸市中部lJ、空宇絞

1>符随 q:喜善9~善から午Wl 4害者30

分

併出総書聖戦著書 IJI・中空宇絞潟、E藷・
穣・縫護学綬と語、高遠毒事~絞F号、そ

託銀f嵩毒審議繋簿

砂問い合わせ 殺事事筋員il)'j事実湾セ

ンタャ器(24)4148

⑩@の⑧事寄
りまミ立最重実務縫〈中5豊〉主主ら若宮人種主上
センタ…つつじ妊にとマッサージ

緩0:滞空雷がありました。

。君主苦事務総綴〈湖北霊会〉から絞め基

金にと綴俗tJあっ殺し定。

。ご子宮藤総jす我殺さ子復活高官絞活喪奇襲

島常強力らさ手埋そつなぐ絞め会{ごtニ

1)'jfIlは7欝{せ11あり霊祭しだ。
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